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今月の主な内容
● 特集 
　蔵の町並みが国の『重伝建地区』選定へ・・  ・２
● まちの話題
　 各種表彰、友好親善交流派遣事業　ほか ・・・４
● まちのスポーツ　
　中学校総合体育大会　ほか・・・・・・・・・・・８

祝
蔵の町並みが宮城県初の

『重要伝統的建造物群保存地区』に選定！
～文部科学大臣に答申されました～
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伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制

度
は
、
伝
統
的
な
集
落
や
町
並
み

が
持
つ
希
少
な
価
値
を
文
化
財
と

し
て
評
価
し
、
国
の
法
律
に
基
づ

き
保
存
・
整
備
を
行
う
た
め
に
創

設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　
今
回
の
選
定
で
は
、「
意
匠
的

に
発
展
し
た
当
地
方
特
有
の
店
と

門
が
交
互
に
並
ぶ
特
徴
あ
る
町
並

み
を
良
く
残
し
、
さ
ら
に
は
、
敷

地
内
の
主
屋
、
土
蔵
、
納
屋
な
ど

が
良
く
残
り
、
特
徴
あ
る
歴
史
的

風
致
を
良
く
残
し
て
い
る
」
と
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
重
伝
建
地
区
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
町
が
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
町
で
は
、
平
成
二
十

五
年
十
一
月
に
「
村
田
町
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例
」

を
制
定
し
、
そ
れ
に
併
せ
て
村
田

町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保

存
審
議
会
を
設
置
し
、
対
象
と
な

る
保
存
地
区
の
範
囲
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
保
存
の
方
針
を
決
め

る
保
存
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
存
の
対
象
地
区
が
都

市
計
画
区
域
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
保

存
計
画
の
原
案
を
提
示
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
縦
覧
期
間
を
設
け
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
二
十
六
年
三
月

十
日
に
村
田
町
村
田
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
を
決
定
し
、
三
月

十
三
日
に
国
へ
﹃
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
﹄
選
定
申
出
を

行
い
ま
し
た
。
国
の
文
化
審
議
会

は
、
五
月
十
六
日
、
町
の
申
出
に

基
づ
い
て
村
田
町
村
田
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
を
﹃
重
伝
建
地

区
﹄
に
選
定
す
る
よ
う
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　５月 16日、国の文化審議会が「村田町村田伝統的建造物群保存地区」を新たに国の『重
要伝統的建造物群保存地区（通称＝重伝建地区）』に選定することを、文部科学大臣に答
申しました。
　この答申によって、近日中に行われる官報告示により、全国では 108 地区目、宮城県
では初めての選定となります。

蔵の町並みが国の『重伝建地区』選定へ

選
定
ま
で
の
歩
み
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村
田
町
に
は
恵
ま
れ
た
自
然
の

中
に
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
的
・
文

化
的
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
古
き
良
き
も
の
を
残
し
次

の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
は
、
こ
の

村
田
町
で
生
活
す
る
私
た
ち
の
役

割
と
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
町
で
は
、
先
人
が

造
り
伝
え
て
く
れ
た
町
並
み
を
、

今
後
も
本
物
と
し
て
護ま
も

り
整
備
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
歴
史
と

伝
統
あ
る
村
田
に
ふ
さ
わ
し
い

﹁
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
・

み
ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
を

目
指
し
、
町
並
み
の
特
性
を
最
大

限
に
活
か
し
、
住
み
や
す
く
、
か

つ
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の
皆
さ
ん

と
協
働
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
本
原
稿
は
平
成
二
十
六
年
七
月

二
十
四
日
現
在
の
も
の
に
な
り

ま
す
。

村田町村田伝統的建造物群保存地区　建造物の特徴

古
き
良
き
も
の
を
　

次
の
世
代
に
伝
え
る

外通路
店

主屋

表門

土蔵

庭

裏
通
り

表
通
り

南
側
隣
地

北
側
隣
地

( 間口
： ３～６間程度）

（奥
行

：東
側３３

～４８
間程度／西側３３

～４１
間程度）

屋敷神

・ 間口が狭く奥行きが深い短冊型の敷地。
・ 建築物は北側隣地境界に寄せて建てられる。

・ 店は表通りに接するように建てられ、
　主屋はその背後に連結される。

・ 店の南脇に表門 ・塀が設けられる。

・ 裏門が設けられる場合もある。

・敷地に余裕のある場合は
　庭が設けられる。

・ 敷地南側に表から裏へ貫通する外通路が設けられる。
　村田石の石畳が敷かれる場合が多い。

・ 店 ・ 主屋の裏側に、 浴室 ・便所、
　土蔵、 離れ等、 複数の付属屋が
　連続的に設けられる。

配置の特徴

外壁 ：漆喰塗仕上
腰壁 ：なまこ壁
側壁 ：なまこ壁又は
　　　下見板張

　　

屋根 ：
塗籠又は置屋根
桟瓦葺

表門・塀

土蔵造の店の例

２階開口部 ：
観音開き扉
鉄格子付き窓

切妻造平入

下屋

１階開口部 ：
格子戸・板戸・放火戸
(内側にしとみ戸 )

外観の特徴

・ 各家とも店と表門が対になるため、 店と表門が

　交互に建ち並ぶ。

・ 店の構造形式は、 土蔵造、 塗屋造 （簡易的な土蔵造）、

  真壁造 （外壁に柱 ・梁が現れるもの） の３種類。

　各構造形式とも２階建で、 表通りに面して下屋が

　設けられる。

・ 店は間口が３間を超えると切妻造平入、

　３間以下は切妻造妻入となる場合が多い。

・ 主屋は真壁造の平屋または２階建。

　屋根は切妻造、 寄棟造、 入母屋造。

　外通路側に広く開口部を設け、 開放的な

　外観となる。
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務
省
人
権
擁
護
局
長
か
ら

感
謝
状
贈
呈

成
二
十
六
年
度
　
薬
物
乱

用
防
止
推
進
功
労
者
褒
状

吉
野
誠
一
さ
ん
が
旭
日

単
光
章
受
章

成
二
十
六
年
度
　
宮
城

県
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
会
長
賞
受
賞

法

平

故

平

　
多
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し

て
町
政
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
故
吉
野
誠
一
氏
に
旭
日
単
光
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
野
氏
は
平
成
三
年
に
町
議
会
議

員
に
初
当
選
し
、
以
来
十
二
年
の
長

き
に
わ
た
り
そ
の
職
を
務
め
ら
れ
、

特
に
、
農
業
振
興
に
関
し
て
卓
越
し

た
識
見
と
指
導
力
を
発
揮
し
、
健
全

な
本
町
農
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
六
月
五
日
、
宮
城
県
行
政
庁
舎
に

て
行
わ
れ
た
平
成
二
十
六
年
度
宮
城

県
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
定
期

総
会
に
お
い
て
、
吉
野
貞
子
さ
ん
（
寄

井
）
が
長
年
の
食
生
活
改
善
活
動
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
宮
城
県
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
六
月
二
日
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
・

高
揚
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、

佐
藤
秀
英
さ
ん
（
菅
生
下
）
に
法
務

省
人
権
擁
護
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
十
六
年
か
ら

人
権
相
談
、
人
権
侵
害
に
関
す
る
調

査
・
救
済
活
動
、
人
権
啓
発
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人

権
を
守
る
た
め
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
六
月
十
六
日
、
大
河
原
合
同
庁
舎

に
て
行
わ
れ
た
平
成
二
十
六
年
度
仙

南
地
区
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
協
議

会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
鎌
田
キ
ヨ

子
さ
ん
（
千
塚
）
が
、
多
年
に
わ
た

り
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
と
し
て
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い

る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
宮
城
県
仙
南

保
健
所
長
よ
り
褒
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
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成
二
十
六
年
度
　
友
好
親
善
交
流
派
遣
事
業

平

一
回
庭
木
剪
定
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
！

第

　
本
年
度
で
、
事
業
開
始
か
ら
二
十

六
年
目
を
迎
え
る
友
好
親
善
交
流
派

遣
事
業
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

み
や
ぎ
蔵
王
三
源
郷
推
進
協
議
会
の

事
業
と
し
て
、
蔵
王
・
川
崎
・
村
田

の
三
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
計

六
名
を
英
国
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
村
田
町
か
ら
、
大
沼
楓

さ
ん
と
相
原
菜
々
美
さ
ん
の
ほ
か
、

蔵
王
・
川
崎
町
か
ら
の
四
名
が
派
遣

生
と
し
て
七
月
三
十
日
に
、
英
国
フ

リ
ン
ト
シ
ャ
ー
へ
出
発
し
、
ホ
ス
ト

家
庭
で
の
英
国
の
生
活
や
、
ロ
ン
ド

ン
観
光
な
ど
の
貴
重
な
体
験
を
終
え

て
、
八
月
十
三
日
に
英
国
研
修
生
六

名
と
と
も
に
、
日
本
へ
戻
り
ま
す
。

　
英
国
研
修
生
は
日
本
滞
在
中
に
、

各
町
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ホ
ス
ト

家
庭
で
の
生
活
を
体
験
し
、
八
月
二

十
五
日
に
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
国
し
ま

す
。

○
大お
お

沼ぬ
ま　

楓か
え
で　

さ
ん
（
荒
町
）

仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校
二
年

　
日
本
か
ら
出
て
、
何
か
に
挑
戦
し

た
い
。
と
思
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

今
回
の
英
国
研
修
は
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　「N
o
w

 o
r n

e
v
e
r

」

こ
の
言
葉
を
胸
に
沢
山
の
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
成
長
し
て
帰
っ
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
！

○
ハ
イ
ド
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
く
ん

（
ホ
ス
ト
家
庭
：
大
沼
さ
ん
）

○
相あ

い

原は
ら　

菜な

な々

美み

さ
ん
（
小
泉
中
）

大
河
原
商
業
高
等
学
校
一
年

　
前
か
ら
外
国
の
文
化
に
は
興
味
が

あ
り
、
実
際
に
体
験
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
外
国
に
行
く
の
は
初
め
て
で
す

が
、
こ
の
機
会
に
イ
ギ
リ
ス
に
い
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
学
び
良
い
経

験
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
ミ
ア
・
ス
ミ
ス
さ
ん

（
ホ
ス
ト
家
庭
：
相
原
さ
ん
）

　
村
田
第
一
中
学
校
を
会
場
に
第

一
回
庭
木
剪
定
講
習
会
（
成
人
教

養
講
座
及
び
む
ら
た
っ
子
応
援
団
事

業
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者
は

二
十
二
名
（
男
十
四
名
、
女
八
名
）

で
、
初
心
者
の
方
か
ら
経
験
者
ま
で

が
、
太
田
造
園
太
田
善
雄
氏
の
ご
指

導
で
、
マ
ツ
、
サ
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
等

の
剪
定
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

村
田
第
一
中
学
校
三
年
生
が
剪
定
さ

れ
た
木
枝
等
の
撤
去
作
業
を
行
い
、

受
講
者
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
第
二
回
目
は
十
月
二
日
に
村
田
第

二
中
学
校
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。▲受講者の方々と記念撮影
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る
さ
と
の
野
山
に
ス
ズ
ム
シ
を
放
虫

家
庭
教
育
学
級
を
開
催
し
ま
し
た
！

ふ

家
　
村
田
幼
稚
園
、
沼
辺
幼
稚
園
、
村

田
保
育
所
を
会
場
に
家
庭
教
育
学

級
（
む
ら
た
っ
子
応
援
団
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
事
業
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
村
田
幼
稚
園
で
は
、「
親
子
ポ
イ

ン
ト
チ
ェ
ッ
ク
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
行

い
、
親
子
で
町
内
の
施
設
を
巡
り
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
沼
辺
幼
稚
園
で
は
、「
み
ん
な
で

寄
せ
書
き
子
育
て
カ
フ
ェ
♪
」
を
行

い
、
保
護
者
の
交
流
や
日
頃
の
子
育

て
に
関
す
る
悩
み
に
向
き
合
い
、
他

人
の
悩
み
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
村
田
保
育
所
で
は
、「
ハ
ッ
ピ
ー

子
育
て
ラ
イ
フ
！
〜
仕
事
を
し
な
が

ら
楽
し
む
子
育
て
の
方
法
〜
」
と
題

し
て
子
育
て
応
援
団
ひ
よ
こ
齋
藤
勇

介
先
生
よ
り
講
義
を
い
た
だ
き
、
子

育
て
に
関
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容
は
異
な
り
ま

し
た
が
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
や

手
立
て
を
共
有
し
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
七
月
八
日
、
沼
辺
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
が
約
六
千
匹
の
ス
ズ
ム
シ
の
幼

虫
を
放
虫
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
村
田
町
沼
辺
出
身

の
二
瓶
信
男
さ
ん
（
大
河
原
町
在
住
）

が
、
人
工
ふ
化
さ
せ
た
ス
ズ
ム
シ
の

幼
虫
を
ふ
る
さ
と
の
村
田
町
に
提
供

し
、
「
ス
ズ
ム
シ
の
音
色
が
聞
こ
え

る
町
に
し
た
い
」
と
の
ご
厚
意
に
よ

り
行
わ
れ
、
平
成
二
十
四
年
に
は
村

田
幼
稚
園
で
も
ス
ズ
ム
シ
の
放
虫
を

行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
二
瓶
さ
ん
に
オ
ス

と
メ
ス
の
見
分
け
方
や
、
な
ぜ
羽
と

羽
を
擦
り
合
わ
せ
て
鳴
く
の
か
を
質

問
し
、
ス
ズ
ム
シ
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
た
後
、
ス
ズ
ム
シ
の
幼
虫
を

放
し
、
き
れ
い
な
音
色
が
聞
こ
え
て

来
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

◀沼辺幼稚園
　みんなで寄せ書き子育てカフェ♪

▲園児の質問に答える二瓶さん

▲スズムシの幼虫を放つ園児たち
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田
の
初
夏
の
味
　
そ
ら
豆
イ
ベ
ン
ト
開
催

田
高
校
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

国
の
工
芸
家
が
集
結
！

蔵
の
町
む
ら
た
工
芸
市

村

村

全

　
村
田
町
の
特
産
品
「
そ
ら
豆
」
の

出
荷
が
本
番
を
迎
え
た
六
月
上
旬
、

道
の
駅
村
田
を
会
場
に
、
そ
ら
豆
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
四
日
は
、
そ
ら
豆
ゆ
う
パ
ッ

ク
の
出
発
式
が
あ
り
、
町
と
郵
便
局
、

生
産
者
代
表
ら
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、
そ
ら
豆
が
全

国
各
地
に
運
ば
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
十
三
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
三
日
間
、
そ
ら
豆
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
、
そ
ら
豆
の
詰
め
放
題
や

炭
火
蒸
焼
の
試
食
な
ど
初
夏
の
味
覚

を
存
分
に
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
今
年
で
八
回
目
を
迎
え
た
「
工
芸

市
」
が
六
月
七
日
と
八
日
の
二
日
間
、

町
民
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
内
外
の
工
芸
家
三
十
九
名
に
よ

る
展
示
販
売
や
実
演
の
ほ
か
、
今
年

も
石
巻
市
雄
勝
町
の
雄
勝
硯
・
雄
勝

石
加
工
品
な
ど
の
復
興
手
芸
品
も
展

示
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
作

品
を
手
に
と
り
、
工
芸
家
と
話
し
を

し
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
一
品
を

見
つ
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
村
田
町
共
通
商
品
券
の
販

売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

　
村
田
高
校
で
は
、
四
月
か
ら
週
に

一
度
、
生
徒
た
ち
が
「
地
域
の
た
め

に
役
立
ち
た
い
。
人
の
た
め
に
な
に

か
を
し
た
い
。」
と
い
う
思
い
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
学
校
か
ら
村
田
町
役
場
ま
で
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
か
ら
「
暑
い
と
こ
ろ
ご

苦
労
さ
ん
。
町
を
き
れ
い
に
し
て
く

れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

声
が
け
に
「
町
の
方
が
喜
ん
で
い
る

の
で
、
も
っ
と
き
れ
い
に
し
た
い
」

と
奉
仕
し
て
い
る
生
徒
た
ち
の
気
持

ち
に
力
が
加
わ
り
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
村
田
高
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
、

町
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そら豆ゆうパック
出発式▶

◀そら豆まつり
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中
学
生
が
大
活
躍
！

　
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
各
種
大
会
に

お
い
て
、
第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
柴
田
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
五
月
三
十
一
日
・
六
月
一
日
開
催
）

【
団
体
の
部
】

〈
村
田
第
一
中
学
校
〉

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

準
優
勝

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子　

準
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子　

準
優
勝

柔
道
男
子　

準
優
勝

卓
球
男
子　

第
三
位

サ
ッ
カ
ー　

第
三
位

〈
村
田
第
二
中
学
校
〉

卓
球
女
子　

準
優
勝

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子　

第
三
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

第
三
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
第
三
位

【
個
人
の
部
】

〈
村
田
第
一
中
学
校
〉

柔
道
男
子
七
十
三
㎏
級

　

第
一
位　

髙
野　

駿
人
（
県
大
会
出
場
）

柔
道
女
子　

四
十
八
㎏
級

　

第
一
位　

吉
川　

野
乃
花
（
県
大
会
出
場
）

柔
道
男
子
八
十
一
㎏
超
級

　

第
二
位　

横
山　

颯
（
九
十
㎏
級
県
大
会
出
場
）

柔
道
男
子
五
十
五
㎏
級

　

第
二
位　

大
沼　

健
伸

柔
道
男
子　

五
十
㎏
級

　

第
二
位　

鈴
木　

雷
人

柔
道
男
子
五
十
五
㎏
級

　

第
三
位　

鈴
木　

淳
斗

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

第
三
位　

久
保
田　

龍
弥

〈
村
田
第
二
中
学
校
〉

卓
球
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
二
位
　
佐
藤
　
聡
美
（
県
大
会
出
場
）

●
柴
田
郡
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

（
六
月
十
三
日
開
催
）

〈
村
田
第
一
中
学
校
〉

共
通
二
百
メ
ー
ト
ル
男
子

　

第
一
位　

髙
野　

駿
人

共
通
四
百
メ
ー
ト
ル
男
子

　

第
一
位　

衣
笠　

彰
眞

二
年
百
メ
ー
ト
ル
男
子

　

第
三
位　

村
上　

雅
弥

共
通
八
百
メ
ー
ト
ル
男
子

　

第
三
位　

新
名　

竜
也

二・三
年
千
五
百
メ
ー
ト
ル
男
子

　

第
三
位　

門
馬　

宏
典

三
年
百
メ
ー
ト
ル
女
子

　

第
二
位　

加
藤　

夏
生

共
通
八
百
メ
ー
ト
ル
女
子

　

第
二
位　

髙
橋　

侑
那

二・三
年
千
五
百
メ
ー
ト
ル
女
子

　

第
三
位　

佐
藤　

絢
菜

共
通
四
百
メ
ー
ト
ル
種
競
技
女
子

　

第
三
位　

佐
藤　

晴
香

●
柴
田
郡
中
学
校
水
泳
大
会

（
六
月
二
十
三
日
開
催
）

〈
村
田
第
一
中
学
校
〉

女
子
二
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形

　

第
一
位　

齊
藤　

耀
映

女
子
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形

　

第
二
位　

齊
藤　

耀
映

女
子
百
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ

　

第
二
位　

吉
川　

彩
乃
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第
十
二
回
村
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
村
田
町
塩
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会

は
、
雨
天
の
た
め
一
週
間
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
百
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
開
催
日
＝
六
月
十
五
日

▼
結　

果
（
敬
称
略
）

〈
団
体
の
部
〉

優
　
勝
　
☆
石
生
Ａ

準
優
勝
　
☆
荒
町
Ａ

第
三
位
　
　
本
町
Ａ

〈
個
人
の
部
〉

優
　
勝
　
大
沼
　
よ
し
の

　
　
　
　
　
　 

（
荒
町
Ｂ
）

準
優
勝
　
安
達
　
富
雄
　

　
　
　
　
　
　（
石
生
Ａ
）

第
三
位
　
真
壁
　
忠
男
　

　
　
　
　
　（
東
足
立
１
）

第
三
十
四
回
村
田
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
村
田
町
常
設
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
た
こ
の

大
会
は
、
各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
暑
さ
に
負
け
ず
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
試
合
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
開
催
日
＝
六
月
二
十
四
日

▼
結　

果
（
敬
称
略
）

　
優
　
勝
　
☆
上
町
チ
ー
ム

準
優
勝
　
☆
谷
山
チ
ー
ム

第
三
位
　
　
薄
木
チ
ー
ム

第
二
十
六
回
村
田
町
ヘ
ル
シ
ー
ふ
る
さ
と

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
七
月
六
日
、
大
河
原
管
内
大
会
予
選
会
を
兼
ね
た
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
町
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
、
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
の
三
種
目

で
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
頁
の
☆
印
の
チ
ー
ム
は
、
八
月
三
十
一

日
に
大
河
原
町
で
開
催
さ
れ
る
宮
城
ヘ
ル
シ
ー
大
河
原

管
内
大
会
に
村
田
町
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

〈
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

優
勝
　
　
☆
菅
生

準
優
勝
　
　
千
塚

第
三
位
　
　
荒
町
・
本
町

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

優
勝
　
　
☆
西
足
立

準
優
勝
　
　
本
町

第
三
位
　
　
菅
生
・
田
辺

〈
ペ
タ
ン
ク
〉

優
勝
　
　
☆
東
足
立
Ａ

準
優
勝
　
☆
本
郷
Ａ

第
三
位
　
　
中
山
・
荒
町
Ｂ



短

　　　　　　　　歌

川

　　　　　　　　柳

俳

　　　　　　　　句

　「らくがきコーナー」は、黒色のサインペンや万年筆を使って、はっきりと描いてください。（ペンネーム

だけでなく、住所や氏名、行政区もきちんと書いてね。）「町民文芸」も募集中です。初投稿の方も大歓迎です！

※投稿作品が多い場合や投稿内容によっては、総務課で掲載作品を選ばせていただきます。
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▲P.N. 地球人（本町）

▶P.N. ブラック
　（小泉西町）

▲岡崎　有彩（沼辺北） ▲薄木はるぴょん（関場）

子
を
思
う
親
の
心
は
果
て
し
な
く

元
気
い
っ
ぱ
い
鳥
敵
を
追
う大

友
　
美
恵
子

変
わ
り
ゆ
く
夫
の
病
に
寄
り
添
い
て

栄
光
の
日
々
を
し
ば
し
な
つ
か
し
む

一し

と

途す

じ

に
家い

え庭
を
守
り
て
い
つ
し
か
八や

十そ

路じ

終つ

い

の
任つ

と

め務
は
夫
の
介
護

真
壁
　
千
代
子

四
姉
妹
遠
い
あ
の
日
に
戻
れ
た
ら

大
友
　
美
恵
子

軒の

き

下し

た

を
田た

水み

ず

流
る
る
暮く

ら

し
か
な後

藤
　
信
夫

登
校
児
背
比
べ
す
る
立
葵

カ
メ
ラ
持
つ
夫
の
後
行
く
蛍
狩

満
腹
と
な
っ
て
昼
寝
の
窓
辺
か
な

鈴
木
　
恵
子

ミ
ニ
菜
園
　
主
よ
り
先
に
　
虫
が
喰た

べ

蕪
田
　
礼

朝
寝
坊
　
夏
休
み
に
は
　
早
起
き
ね虹

　
子

腰コ

ス

イ
デ
も
腹
へ
っ
た
ナ
も
生
き
て
れ
ば

凡
　
老

「
人
」
は
皆み

な

人
造
人
間
　
コ
レ
ホ
ン
ト

夜
叉
麿

ア
リ
ガ
ト
ウ
僕
を
造
っ
た
パ
パ
と
マ
マ

夢
太
郎

人
類
は
地
球
に
棲す

み
つ
く
「
宇
宙
人
」

タ
ケ
マ
ロ

織
女
は
キ
ッ
ス
も
で
き
ぬ
超
遠
恋天

之
星
子
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鈴
すず

木
き

　環
かん

奈
な

ちゃん
（保護者：将太・美幸）

菅生上
●１歳のお誕生日おめで
とう！我が家の癒し系ア
イドル環奈♡元気いっぱ
い大きくなってね。
（家族のみんなより）

守
もり

　奏
そう

空
あ

くん

（保護者：弘太・亜矢子）
本郷

●いつも笑顔で癒し系の
そうちゃん☆これからも
その笑顔でみんなを幸せ
にしてね♡
（パパ・ママ・ねぇねより）

髙
たか

橋
はし

　茉
ま

愛
い

ちゃん
（保護者：政彦・寿江）

小泉西町
●元気いっぱいのまい
ちゃん♡１歳おめでと
う！これからもたくさん
の笑顔を見せてね♡

（家族みんなより）

信
しがらき

楽　惟
ゆい

華
か

ちゃん
（保護者：隆浩・俊子）

本町
●みんな惟華の笑顔が大
好きです。ネェネと仲良
く沢山遊んでスクスク
育ってね。
（お父さん・お母さんより）

村
むらやま

山　夏
か

蓮
れん

ちゃん

（保護者：祐介・秀奈）
足立東

●暴れん坊れんちゃん♡
１歳おめでとう！これか
らも元気いっぱい成長し
てね♡大好き　

（パパ・ママより）

池
い け だ

田　凰
お う が

凱くん
（保護者：貴亜樹・さおり）

沼辺北
●１歳のお誕生日おめで
とう♡早くみんなで手を
繋いで歩こうね！

（家族みんなより）

相
あいはら

原　那
な み

光ちゃん
（保護者：健智・ひとみ）

内町
●お誕生日おめでとう！
これからもお兄ちゃんと
仲良くね♡素敵な女の子
になってね♡♡

（父・母より）

髙
たか

橋
はし

　りほちゃん
（保護者：京太・奈美）

本町
●１才のお誕生日おめで
とう♡これからも元気に
育ってね♡
（家族のみんなより）

大
おおぬま

沼　武
たけ

晴
はる

くん
（保護者：英介・恵）

内町
●武晴１歳おめでとう！
これからもお姉ちゃんと
２人で元気な笑顔を見せ
てね☆

（家族みんなより）

関
せき

　希
のの

華
か

ちゃん

（保護者：和広・友美）
本町

●１歳おめでとう！ニコ
ニコ笑顔で元気に大きく
なあれ♡

（家族みんなより）

佐
さ と う

藤　優
ゆう

真
ま

くん
（保護者：洋・咲子）

小泉西町
●優真に元気と笑顔をも
らっているよ。私たちの
もとにきてくれて、本当
にありがとう。
（お父さん･お母さん･すみれお姉ちゃんより）

加
か

藤
とう

　愛
まな

樹
き

くん
（保護者：楓馬・優美）

石生
●いつもニコニコな愛樹
♡そんな愛樹がみんな大
好き！元気いっぱいすく
すく育ってね。

（パパ・ママより）

大
おおぬま

沼　涼
り

空
く

くん

（保護者：裕也・梨沙）
足立西

●にこにこ笑顔がとって
もかわいいりくたん♡元
気にすくすく大きくなっ
てね♡大好きだよ♥

（家族みんなより）

佐
さ と う

藤　はなちゃん
（保護者：文哉・憂佳）

本郷
●１歳のお誕生日おめで
とう♡これからも可愛い
笑顔を沢山見せてね！大
好きだよ♡

（家族みんなより）



　６月 25 日に行われた３歳６カ月児健診で、むし歯がゼロだった
みんなを紹介します。これからも歯を大切にしようね！
　“むし歯ゼロの子”には、むし歯の治療が完了しているお子さん
も含みます。むし歯予防も大切ですが、定期的に歯科健
診を受け、お口の中の状態を知ることも大切です。むし
歯ができてしまったら、早期に治療しましょう。

むし歯むし歯むし歯

佐
さ と う

藤　大
た い が

雅くん
（千塚）

阿
あ べ

部　颯
は や と

飛くん
（千塚）

尾
お や ま

山　百
も も か

花ちゃん
（沼辺北）

黒
くろさわ

澤　梓
あずさ

ちゃん
（荒町）

三
み う ら

浦　寧
ね ね

音ちゃん
（本町）

佐
さ と う

藤　楓
ふ う と

斗くん
（千塚）

関
せ き ね

根　岳
がく

くん
（荒町）

佐
さ と う

藤　心
ほの

香
か

ちゃん
（本町）

篠
し の だ

田　真
ま

輝
き

くん
（荒町）


